２００３年３月２４日

	ＰＰＴＡアラミドフィルムの合弁会社設立および営業開始について



帝 人 株 式 会 社
旭化成株式会社
帝人株式会社（本社：大阪市中央区、社長：長島 徹）と旭化成株式会社（本社：東京都千代田区、社長：山本 一元）は、ポリパラフェニレンテレフタルアミド（ＰＰＴＡ）フィルムの事業を行う合弁会社を新たに設立し、本年４月１日より営業を開始致します。　
新会社の名称は「帝人アドバンストフィルム株式会社」で、今後は、これまで両社が蓄積してきたＰＰＴＡアラミドフィルムの技術を新会社に結集し、当事業に関するユーザーの様々な要望に応えていきます。
　また将来的には、高い競争力を備えたＰＰＴＡアラミドフィルムにおける世界のトッププレイヤーを目指していきます。

  詳細は下記のとおりです。

記

１．ＰＰＴＡアラミドフィルムについて

（１）全芳香族ポリアミドの総称である「アラミド」は、さらにパラ系とメタ系に分かれます。パラ系の中で、ベンゼン環が直線状に並んだ剛直な分子構造を持つものをＰＰＴＡと呼びます。

（２）ＰＰＴＡは、既に高剛性・高耐熱繊維として、帝人グループの「トワロン（Twaron®）」等の製品名で世界的に知られています。

（３）今回、新会社が扱うＰＰＴＡアラミドフィルムは、このＰＰＴＡから作られた高剛性・高耐熱性、且つハロゲンフリーの高機能フィルムです。

（４）ＰＰＴＡアラミドフィルムは、本来一方向に極端に配向（整列）しやすい液晶溶液を原料としながら、画期的な溶液製膜技術によって縦横にバランスよく配向したしなやかなフィルムを実現したもので、ポリイミドフィルムの４倍という、フィルム素材として最高レベルのヤング率、約３５５℃という高いガラス転移点、そして有機素材として最も低い熱膨張係数を併せ持つ素材です。

（５）これらＰＰＴＡアラミドフィルムの持つ優れた特徴は、電子基板などに用いられる電気絶縁材料基材として、重要な要求特性を満足させるものと考えています。

２．合弁設立の経緯

　  旭化成は自社技術でパラ系アラミド（ＰＰＴＡ）の画期的な溶液製膜技術を開発し、１９９９年にアラミドフィルム事業を創業して用途開拓を進めてきました。
また、帝人はアラミドの原料・繊維・不織布などを事業化しており、アラミドをグループのコア事業の１つに位置付けて展開しています。

　  このたび、その両社の有するフィルムに関する技術・市場のノウハウを持ち寄ることにより、シナジーを最大限に引き出し、新規高性能材料としてのＰＰＴＡアラミドフィルムの事業展開を強力に推進していくことで合意し、合弁会社設立に至りました。

３．新合弁会社の概要

■会  社  名 ： 帝人アドバンストフィルム株式会社

（英文名：Teijin Advanced Films Limited）
■本   　 社 ： 東京都千代田区内幸町２丁目１番１号（飯野ビル）
■資  本  金 ： ３億６，０００万円
■出資比率 ： 帝人株式会社 ６７％、旭化成株式会社 ３３％
■代  表  者 ： 代表取締役社長  加藤 純生（帝人株式会社）





■設  立  日 ： ２００３年３月５日
■営業開始日 ： ２００３年４月１日
■事業内容 ： ＰＰＴＡアラミドフィルム（商標名：アラミカ®）の開発、

製造および販売
■販売地域 ： 全世界
■eq \o\ad(\d\fo"売上目標  "(),売上目標) ： ２００５年度 ２０億円、２００７年度(設立５年目) ４０億円

以    上
	＜本件に関するお問い合わせ先＞


帝人株式会社  広報・ＩＲ室

（東京）宇佐美・森   ＴＥＬ：０３－３５０６－４０５５
（大阪）長谷川・杉本 ＴＥＬ：０６－６２６８－２７６３
旭化成株式会社  

（東京）広報室 　　　ＴＥＬ：０３－３５０７－２０６０
（大阪）大阪総務室　 ＴＥＬ：０６－６３４７－３０４０
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帝人株式会社  広報・ＩＲ室


（東京）宇佐美・森   ＴＥＬ；：０３－３５０６－４０５５


（大阪）長谷川・杉本 ＴＥＬ：；０６－６２６８－２７６３


旭化成株式会社  


（東京）広報室 　　　ＴＥＬ：；０３－３５０７－２０６０


（大阪）大阪総務室　 ＴＥＬ：；０６－６３４７－３０４０
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